
1/2

主体的に学習に取り組む態度 思考・判断・表現 知識・技能

９

月

1

0

月

1
2
時
間

第２章　私たちの生活と政治（12時間）

１　日本の統治機構

　ズームアップ④  世界の統治機構

２　国会のしくみとはたらき

３　内閣と国の行政機関

４　司法権と裁判のしくみ

５　紛争解決のしくみ

　公共ステップアップ⑥

　　あなたも法廷に？　裁判員制度

６　地方自治の役割と現状

７　選挙のしくみ

８　政党と政治参加

　ズームアップ⑤　世界の選挙事情

　ズームアップ⑥　世界の政治参加

９　民主政治の原理と世論

　公共ステップアップ⑦

　　情報発信のしかたに注意！

　日本の政治・司法のしくみと

課題について理解し，よりよい

社会の実現のため，自分が

主体的に政治に参加する姿

勢を持とうとしている。

　裁判員制度や紛争解決，

選挙，地方自治，世論の形

成などを，自分に関わることと

して，とらえようとしている。

　情報モラル・情報リテラシー

について，自分が情報受信・

発信の主体になり得ることを

念頭に，理解しようとしてい

る。

　日本の政治の基本的なしくみにつ

いて，説明できる。

　現在の日本の政治の問題を把握

し，解決・改善するためにはどうす

ればよいか，改善策や要望を考え

てみて，表現することができる。

　日本の統治機構や，日本の国会・

内閣・行政のしくみとはたらきについ

て，基本的な知識を習得している。

　裁判所や裁判のしくみとはたらき，

裁判以外の紛争解決のしくみについ

て，基本的な知識を習得している。

　地方自治のしくみと役割について理

解している。

　選挙のしくみ，民主政治において

世論が果たす役割と課題について理

解している。

【態度】【思判表】
【技】

　ワークシート，

　課題レポート

【知】

　小テスト

【態度】【思判表】
【技】
　ワークシート，
　プレゼンテーショ
　ン
【知】
　小テスト

６

月

６
時
間

第
２
部
 
現
代
社
会
の
し
く
み
と
課
題

第１章　私たちの社会と憲法（６時間）

１　個人の尊重と社会

２　民主主義と立憲主義

３　日本国憲法の成立と基本原理

　ヴィジュアル資料室

　　「あたらしい憲法のはなし」とみる

　　　日本国憲法

４　自由権

５　平等権

６　社会権

７　参政権・請求権　公共の福祉

　公共ステップアップ⑤　政治に参加する方法

８　新しい人権

　個人の尊重や民主主義，

立憲主義の意義について，

理解を深めようとしている。

　日本国憲法の定める権利に

ついて，その背景や意義と合

わせて，積極的に理解しよう

としている。これらの権利につい

て，判例や事例などを通じ

て，具体的にとらえようとして

いる。

　

　個人の尊重，民主主義，立憲

主義といった基本原理について，ど

のようなものか，説明できる。

　日本国憲法の定める権利につい

て，基本的な知識を説明できる。

　請願など，さまざまな政治参加の

方法があることを学び，地域の課

題などを見いだし，解決・改善のた

めの方策を考え，要望を適切に表

現できる。

　人間の尊厳と平等，個人の尊

重，民主主義，法の支配などの，

個人と社会の関係を成り立たせる基

本原理について，しくみや意義を理

解している。

　日本国憲法の成り立ちや基本原

理，日本国憲法の自由権，平等

権，社会権，「新しい人権」につい

て，基本的な知識を習得している。

5
月

第３章　社会生活と法・ルール（４時間）

１　社会と法

２　法はなぜ必要なのか

　公共ステップアップ④

　　社会のルールをどうつくる？

　オピニオン①

　　アファーマティブ-アクション

　　不利な立場を考慮する措置は必要？

　　それとも「逆差別」？

　他者とともに生きる公共的な

空間における基本原理とし

て，ルールや法の意義につい

て理解を深め，その策定につ

いても主体的にとらえようとして

いる。

　平等，公正，差別につい

て，格差を是正するための措

置の事例を通じて，具体的に

考察しようとしている。

　法や社会のルールの意義につい

て，考察し，説明できる。

　自分がルールを作る主体となるこ

とを想定して，ルール作成にはどん

なことが必要かを考え，説明でき

る。必要に応じて試案を作成し，

表現できる。

　

【態度】【思判表】
【技】

　ワークシート，

　討論

【知】【思判表】

　定期テスト

７

月

４

月

1

3

時

間

第
１
部
 「

公
共」

と
は
な
ん
だ
ろ
う

第１章　社会で生きるということ（４時間）

１ 私たちと青年期

　公共ステップアップ①　欲求と葛藤

２ 私たちと社会

３ 人間の社会と文化

　ズームアップ①  世界の宗教

　青年期がどんな時期である

かを客観的に学びつつ，自身

の人生について考えようとして

いる。

　自分自身が公共的な空間

をかたちづくる一員であるとい

う，主体的な自覚を深めてい

る。

　他者と協働して社会を作り

出すことの意義を主体的にとら

えている。

　公共的な空間において，自

分の価値観と同時に，他者

の価値観への配慮や尊重が

重要であるという姿勢を持とう

としている。

　青年期について，自らの人生に

ついて思索し，自身の生き方あり

方や考え方について整理してまとめ

ることができる。

　公共的な空間を構成している一

員として，他者と協働してどんな社

会を作るか，考え，表現できる。

　多様な価値観や伝統・文化につ

いて，具体的な事例を挙げて考察

したり，発表できる。

　青年期について，基本的な社会

学・心理学的な知識を習得してい

る。

　さまざまなコミュニティや，伝統・文

化などについて考察し，人間が社会

的存在であることの意義を理解してい

る。

　世界のおもな宗教について，基本

的な知識を習得している。

【態度】【思判表】
【技】

　ワークシート，

　プレゼンテーショ

　ン

【知】

　小テスト

第２章　みんなが幸せな社会とは？（５時間）

１　よく生きるとは？　徳

　ズームアップ②  世界の思想

　ズームアップ③  日本の思想

２　幸福な社会とは？　功利主義

３　幸福な社会とは？　正義の原理

　公共ステップアップ②

　　生命と科学技術の問題と倫理

　公共ステップアップ③

　　環境問題と人間の活動

ヴィジュアル資料室　地球環境問題

　先人の思想について，積極

的に関心を持って学ぼうとして

いる。

　よりよい社会のあり方につい

て，先人の思想も参考に，

考えようとしている。

　生命倫理の問題や環境問

題について，自分と関わりの

あることとしてとらえようとしてい

る。

　幸福を重視する考え方や公正な

どの義務を重視する考え方について

考察し，社会のあり方について考

える際の参考にできる。

　人間の生き方や社会のあり方に

ついて考察した先人の思想につい

て，基本的な知識を説明できる。

　世界や日本の思想について，基

本的な知識を説明できる。

　生命倫理や環境倫理の事例につ

いて，資料を読み取って考察し，

自分の意見を表現できる。

　世界や日本の思想，先人の考察

や構想について基本的な知識を習得

し，それらが社会のあり方に影響して

いることを理解している。

　行為の結果である個人や社会全体

の幸福を重視する考え方や，行為の

動機となる公正などの義務を重視す

る考え方などについて理解している。

　生命倫理や地球環境問題につい

て，どんな問題があるのか，基本的

な知識を習得している。

【態度】【思判表】
【技】
　ワークシート，
　プレゼンテーショ
　ン
【知】
　小テスト

　人間の尊厳と平等，協働の利益と

社会の安定性の確保をともに図ること

が，公共的な空間を作る上で必要

であることについて理解している。

　法や規範の意義及び役割，

　自由・権利と責任・義務，契約な

ど，公共的な空間における基本的原

理について理解している。

令和　　年度　 「改訂版　私たちの公共」（35・清水・公共902）

　●評価規準案

月 配当
時間 部 学 習 内 容（目次）

評 価 の 観 点
評価の方法
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月 配当
時間 部 学 習 内 容（目次）

評 価 の 観 点
評価の方法

　　第３部は，第１部・第２部で習

得した公共的な見方・考え方や知識

を元に課題探究学習を行うこととなっ

ているが，第3部の各項目や，自分

の設定した課題の探究活動を行う上

で必要な基礎知識を習得している。

　課題探究や問題解決に取り組むう

えで，課題の設定，資料の収集・分

析，ディベートなどのグループワーク，

構想の作成，小論文作成やプレゼン

テーションなどの発表といった，技能を

適切に用いることができる。

【態度】【思判表】
【技】

　ワークシート，

　ランキング，

　小論文，

　構想図

　国際社会における国家主権の意

味，国際法の意義とその発達，国

際連合と国際機関の意義と役割につ

いて，基本的な知識を習得してい

る。

　第二次世界大戦後における世界の

政治の基本的な流れを把握してい

る。核拡散防止の現状と核軍縮に向

けた取り組みについて理解している。

　第二次世界大戦後における世界の

経済の基本的な流れを把握してい

る。

　自由貿易とはどういうものか，自由

貿易が拡大した背景やその影響（相

互依存など），外国為替や国際収

支について理解している。

　発展途上国の問題や新興国の台

頭，地域的経済統合の意義と課題

について理解している。

【態度】【思判表】
【技】

　ワークシート，

　討論

【知】

　小テスト

２

月

３

月

1
0
時
間

第
３
部
　
私
た
ち
が
創
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持
続
可
能
な
社
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私たちが創る持続可能な社会（10時間）

１　いきいきとした地域を創るには

２　少子高齢社会の現在と将来

３　情報社会　個人情報の扱いは？

４　持続委可能な資源・エネルギー利用とは

５　地球温暖化に国際社会で取り組むには

　課題探究のスキル

　持続可能な社会をつくること

を目標として，自ら問題を見

いだし，課題を設定し，主体

的に探究したり，課題解決の

方法を考えたりしようとしてい

る。

　社会は他者とともに生きる公

共の場であることを意識し，

多様な人びと・多様な価値観

を視野に入れて，ものごとをと

らえることができる。

　自ら思考し，判断して，課題を

見いだしたり，必要な調査・資料

収集をし，分析したり構想したりで

きる。

　自分の課題探究の成果を，文

章やグラフ等の資料，プレゼンテー

ション素材にまとめ，他の人にもわ

かりやすいように発表することができ

る。

　必要に応じて，協働して思考・

判断・表現の作業を行うことができ

る。

　

１

月

8
時
間

第５章　国際政治・経済と日本（８時間）

１　国際社会と国際法

２　国際連合と国際機関

　Check Box③　国際社会の動向と日本

３　軍縮と平和への取り組み

　公共ステップアップ⑬　平和を構築するには

　Check Box④　世界経済の動向

４　貿易・外国為替

５　発展途上国・地域経済統合

　公共ステップアップ⑭

　　経済のグローバル化と相互依存

６　持続可能な国際社会

　公共ステップアップ⑮

　　日本の国際貢献を考える

　オピニオン③　国際的な人権

　　共通の価値観を形成・合意できる？

　　できない？

1

1

月

1
2
時
間

第４章　私たちの生活と経済（12時間）

１   私たちの生活と経済活動

　ズームアップ⑦  経済思想と経済体制

２　市場経済のしくみ

　ズームアップ⑧

　　需要曲線・供給曲線のシフト

　ズームアップ⑨　非価格競争

３　市場の限界と対応

４　企業の経済的役割

５　金融機関の役割

　公共ステップアップ⑩

　　くらしの中の金融と社会

６　国民経済と景気変動

７　政府の経済的な役割

８　税と日本の財政の課題

　経済の基本的なしくみについ

て学び，市場経済を，民間

と公共の観点からとらえようとし

ている。

　経済の構造が自分の生活と

どのように関わるか，考えてみ

ようとしている。

　経済の基本的なしくみについて，

説明できる。

　市場の失敗や景気変動など資本

主義の課題に対し，政府がどう介

入しているのか，またその意義や是

非を説明できる。

　企業や金融の基本的なしくみや

はたらきについて，説明できる。

　市場経済や，民間部門，税と

財政・経済政策など政府の対応に

ついて，どんな問題があるか，それ

に対しどのような対策・政策をとるべ

きか考え，自分の意見を説明でき

る。

1

2

月

　戦後の日本の経済の歴史や産業

の変化について，基本的な流れを把

握している。

　労働者の権利と法制，日本の労

働の状況について理解している。

　労働契約や消費における契約，消

費者の権利と責任について理解して

いる。

　社会保障制度の内容と課題につい

て理解している。

【態度】【思判表】
【技】

　ワークシート，

　課題レポート

【知】

　小テスト

　世界の政治・経済においてど

んな問題があるかどんな対策

が行われてきたかを把握し，

平和で豊かな国際社会の形

成のためにどんなことが必要

か，自分にできることがある

か，学んだ知識を土台とし

て，考えてみようとしている。

　国際政治・経済におけるさまざま

な問題について，どのような論点が

あるかを把握し，説明できる。

　国際的な問題に対して，解決の

ために日本や個人でできることがあ

るか考えて，意見を述べることがで

きる。

　国際的な人権の理念と実効性に

ついて，考え，自分の意見を説明

できる。

　市場メカニズムなど，経済の基礎的

なしくみと概念について基本的な知識

を習得している。

　企業や金融のしくみとはたらきについ

て理解している。

　GDPやGNI，経済成長や景気循

環など，経済を大きくとらえる基礎的

な経済指標について理解している。

　財政や租税のしくみと機能，経済

における政府の役割を，理解してい

る。

【態度】【思判表】
【技】

　ワークシート，

　課題レポート

【知】【思判表】

　定期テスト

　Check Box①　日本経済の進展①

　Check Box②　日本経済の進展②

９　さまざまな産業とその変化

　公共ステップアップ⑨　職業の選択

10　労働に関する制度と課題

　公共ステップアップ⑩　労働契約と労働法

　公共ステップアップ⑪　契約と消費者問題

11　社会保障制度の意義

　公共ステップアップ⑫

　　くらしの中の社会保障

　ズームアップ⑩　よりよい経済社会をめざして

　日本の経済の現状を把握し

ようとしている。

　職業の選択や消費者問

題，社会保障などについて，

経済や政治の大きな枠組み

の観点と，自分や自分の周り

の人たちの生活やライフプラン

とを関連づけて，とらえようとし

ている。

　必要に応じて，法律や制度

を確認したり利用したりするこ

とを，主体的にとらえることが

できる。

1

0

月
4

時

間

第３章　平和主義と日本（４時間）

１　日本の平和主義と憲法

２　日本の安全保障政策

３　日本の外交と平和な社会の構築

　オピニオン②　日本国憲法

　　改正は必要？　必要ではないか？

　日本の平和主義と安全保

障について，これまでの経緯と

現状について，積極的に知っ

たり理解しようとしたりしてい

る。

　日本と世界の平和のため

に，これからの日本がどのよう

な安全保障政策・外交を行っ

ていくべきか，考えてみようとし

ている。

　日本のこれからの安全保障政策

について，どうしていくべきか，学ん

だことなどをもとに考えて判断し，意

見を述べることができる。

　日本の外交について，日本の国

益と世界の国々の平和と安定のた

めに，どんな政策をとっていくべき

か，さまざまな情勢や事例を調べ

て，意見を述べることができる。

　日本国憲法について，改正が必

要かどうか，さまざまな意見を検討

してそれらをもとに考えて判断し，

自分の意見を形成することができ

る。

　日本国憲法の平和主義，自衛隊

の成り立ちと役割，日本の安全保障

政策について，基本的な知識を習得

している。

　日本の外国との関係や世界の中で

の位置づけ，基地問題，食料などさ

まざまな分野の安全保障，日本の外

交や国際協力などについて，理解し

ている。

【態度】【思判表】
【技】

　ワークシート，

　討論

【知】

　小テスト

　高度経済成長期以降の日本経

済のおもなうごきについて，説明で

きる。

　労働契約や消費者の契約におけ

る問題とそれに対応する法制の意

義，社会保障と財政の課題につい

て，説明できる。それらについてどの

ような政策を採ることが望ましい

か，考え，表現できる。

　自らの職業の選択基準につい

て，自分の意見を形成し，表現で

きる。

第
２
部
 
現
代
社
会
の
し
く
み
と
課
題


